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高殿良博先生を送る言葉
人間社会というのは,時に味わい深い出会いを演出するものだ…
20数年前の秋のある日,福島県在住の興亜専門学校時代の古い某卒業生
から当時アジア研究所所長をしておられた梶村昇教授のもとに, 「面白い人
物が近々,イ-/ドネシアから日本に帰ってくるぞ.一度,会ってみたらどう
か」という電話が入った.卒業生はインドネシアに強い関心があってジャカ
ルタから送られてくる日本向けインドネシア放送に耳を傾けるのを日課にし
ていたが,その番紅で当意即妙にインドネシ7の諸々を紹介する日本人アナ
ウンサーがおり,その言葉の端々からインドネシアの文化,社会-の並々な
らぬ深い造詣と同時に心地よい熱情が伝わってきて,番組をいつも楽しみに
していたのだという.
ある日の放送終了間際,突然, 「私は今日の番組を最後に日本へ帰国します」
という日本人アナウンサーの声が流れた.それを聞いた卒業生は矢もたても
たまらず,梶村教授に電話をかけてきたというわけだ.くだんの"日本人ア
ナウソサ-"とは,もちろん高殿先生のことである…　帰国を確認し,さっそ
くアジア研究所にお招きして講演やらインドネシア研究会の学生たちへの講
義やらをしていただいた.それは期待にたがわぬ内容の濃い,しかも心弾む
もので,聴講者はもとより,インドネシアに無知だった私自身もその世界に
引き込まれていったことを今でも鮮烈な印象として胸に残っている.
某卒業生と高殿先生とは一面識もなく,海を渡って流れてくるインドネシ
ア紹介のラジオ放送の声に魅了された卒業生の一本の電話が,亜細亜大学と
高殿先生の新たな出会いを生んだわけだ.上のような出会いがあってしばら
く後,高殿先生はインドネシアに対する深い知見を引っさげてアジア研究所
専任講師として私どもの仲間になられた. 1984年4月のことである…
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高殿先生は青山学院大学を卒業後,アジア・アフリカ語学院でインドネシ
ア語を学ばれた後,インドネシア大学文学部インドネシア語学科に留学され
た,同大学卒業後はジャカルタ日本文化短期大学講師やインドネシア国営放
送局国際部日本語放送専任スタッフとして活躍され,インドネシアでの暮ら
しは実に12年の長きに及んだのである,それにしても何故,インドネシア
語を選択されたのか?ご本人にも実はよく分からないという,時にインドネ
シア人ではないかと錯覚を起こさせてしまう先生の雰囲気をも思うと,先生
とインドネシアの結ぶ付きは前世の縁としか言いようがなさそうだ…
先生はこうした得がたいご経験の上に,インドネシアの言語,社会,文化
などの分野で幅広い研究活動と教育を展開された.特に言語研究面では,初
学者がインドネシア語を学ぶための体系的な方法論を追及し,文化・社会面
ではインドネシア文化の特質を明らかにされると同時に,言語行動からみた
日本…イ'/ドネシアの文化比較研究に大きな功績を残された.アジア研究所
や言語文化研究所などでの共同研究で何度かご一緒させていただいたが,研
究に対する真撃な姿勢,博学と深い生活体験に裏打ちされた論旨展開には説
得力があった,また学生たちを毎年のようにインドネシア研修に導くなど,
先生の熱意あふれる工夫をこらした教育姿勢には定評があり,常々,頭の下
がる思いであった.学生サークルとして名を高からしめているガムラン研究
.会の活動も,こうした先生の熱意があったれはこそといえよう.
高殿先生は誰もが感じるように朗らかで,大らかで,ユーモアセンスに溢
れた方だ…　会話をしていると,南国のヤシの木陰で心安らぐような思いにな
る…　その高殿先生が亜細亜大学を辞して,故郷ともいえるインドネシアに"戻
られる"という,亜細亜大学にヤシの木陰がなくなるのは誠に淋しい限りだ
が,先生は10年越しで続けられているインドネシア語辞典編纂のお仕事に
集中されるとお聞きしている.また日本とインドネシアの新たな関係作りに
チャレンジされるプランをお持ちだとも伺っている.
先生にはくれぐれもお身体を大切に,そして新たな人生で益々ご活躍され
ますことをお祈りします,併せてわが亜細亜大学の学生諸君と私たちをお見
捨てなきよう切にお厭い致します…　感謝の思いとともに.
